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 要  旨 
 
人間の生活はメモと共にある。人は忘却を防ぐ為、考えを纏める為、そして、得た知識を蓄
える為にメモを行う。メモを発展させることも重要である。メモへのアノテーションが積み重
なり有益なものとなる。しかし、メモを取るには問題がある。それは、紙とペンが必要である
のに、それらを携帯している可能性が低い点である。また、既存のアノテーションシステムに
も問題がある。それは、携帯電話機向けのものが存在しない点である。携帯電話機でのウェブ
アクセスが盛んになっている昨今、これは問題である。これらを解決する為、近年広く普及し
ている携帯電話機をメモの為の媒体と考える。 
 
実装した Web アプリケーション AtMM（Annotation to MeMo）には主要な機能が大別し
て 4 つある。メモを行う機能、アノテーションを行う機能、メモを共有する機能、そして、
ユーザ間の相互交流を促進する機能である。メモやアノテーションをなす為の手段として、テ
キスト、画像、音声、動画が考えられるが、今回の実装では特にテキストと画像に焦点を当て
て実装した。また、メモを共有する機能やユーザ間相互交流を促進する機能も実装した。これ
ら機能を実装する為に PHP や HTML を用いた。 
 
今回実装したアノテーション機能ではメモへの細かい指摘が可能であり、メモが長い場合で
も適切な箇所に適切なアノテーションを残せる。その上、携帯電話機で実行できる。これはメ
モを発展させていく上で有利である。また、一般的に手帳（紙）よりも携帯電話機の方が携帯
している確率が高い為、メモを行うのに有利な媒体であると考えられる。最後に、新着メモの
存在をメールで通知している為、ユーザのメモへの認知が早くなった。普段のログイン状況か
ら判断して、あるユーザの場合、本来であればメモに気づくには数日かかる。にもかかわらず、
ひとつの実測では 80 秒ほどでメモを認知していた。以上から、AtMM は従来のメモやアノテ
ーションが持っていた問題点を解決していることが分かり、更には、メモを有利に扱っていく
為のツールであると言える。 
 
